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家庭系ごみ有料化に向けた
「地域意見交換会」を開催します

有料化による
ごみ減量の
イメージ

有料化前 有料化後

　家庭から排出されるごみを処理するための費用の一部を、排出量に応じて手数料として
負担していただく制度です。
　経済的な動機付けが働くことで、ごみの発生抑制や分別の徹底等ごみに対する意識が高
まり、ごみ減量と資源化の推進が期待されます。また、資源の分別などでごみを減らす取り
組みをした人は負担が少なく、ごみを多く出す人は負担が大きくなることで負担の実質的な
公平化が図られます。

◎有料化の実施時期
令和３年（2021）年4月からの有料化実施を予定しています。

◎有料化の対象
「燃やせるごみ」「燃やせないごみ」及び「粗大ごみ」を対象とします。

家庭系ごみ有料化とは？

半田市の有料化方針
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　半田市では、３年後の新たな広域ごみ処理
施設「知多南部広域環境センター」の稼働に向
けてごみの減量に取り組んでいますが、今な
お県内自治体と比較してもごみ量が多い状況
です。このため、ごみ減量策の一つとして全国
の６割以上の自治体が導入している家庭系ご
み有料化について、検討を進めています。
　今後、半田市がどのように有料化していく
かを定める「有料化実施計画」の策定に向けて、広く市民のみなさんのご意見をお聞きする
「地域意見交換会」を次のとおり開催します。ぜひご参加ください。

▲知多南部広域環境センター完成イメージ


